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一般的な注意事項

安全に関する注意事項
ライカ顕微鏡を初めてお使いになる前に、同梱
のブックレット「安全に関する注意事項」をお
読みください。操作やお手入れに関する詳しい
注意事項が記載されています。

クリーンルームでの使用 
ライカ Z シリーズは、クリーンルームでも使用
いただけます。

クリーニング
★ シンナー、ベンジンなどの化学薬品を使用

したり、不適切なクリーニングを実施しな
いでください。

★ 本体の表面や、アクセサリのラバー部分を
クリーニングする場合は、絶対に化学薬品
は使用しないでください。表面を傷める恐
れがあります。

★ 多くの場合、弊社ではご要望に応じて特別
なソリューションを提案することができま
す。製品によっては変更可能な場合もあり、
またクリーンルーム向けに他のアクセサリ
を提供することもできます。

修理サービス 
★ 修理は必ずライカ マイクロシステムズの

サービス技術者に依頼してください。部品
を交換する場合は、ライカ マイクロシステ
ムズの純正部品のみをご使用ください。

装置担当者の責任
★ ライカ顕微鏡の操作・保守・修理は、必ず

訓練を受けた認定スタッフのみが行うもの
とします。
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安全上の重要注意事項

取扱説明書
ライカ Z シリーズの各製品には、各国語によ
る取扱説明書が入った CD-ROM が同梱されて
います。ユーザーがすぐに手の届く安全な場
所に保管してください。各種取扱説明書およ
び改訂版は、弊社のウェブサイト www.leica-
microsystems.com からダウンロードおよび印
刷することもできます。

この取扱説明書では、ライカ Z シリーズの各製
品特有の機能についての説明と、各製品の操
作安全性・保守・アクセサリについての重要な
注意事項が記載されています。

ブックレット「安全に関する注意事項」では、
顕微鏡のメンテナンス・要求事項・取り扱いに
ついての安全上の補足情報や、一般的な安全
上の注意事項が記載されています。

装置を設置・操作・使用する前に、必ず上記
の取扱説明書をよくお読みください。特に、安
全上の注意事項は必ずお守りください。

装置を当初の状態に維持し、危険のない操作を
行うために、ユーザーは必ずこれらの取扱説明
書に含まれる注意事項と警告に従ってください。
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絵表示

危険の警告

 この表示は、守っていただきたい特に
重要な事項であることを示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
以下の事項を引き起こす可能性があります。
★ 人的被害
★ 物的損傷

危険電圧の警告

 この表示は、守っていただきたい特に
重要な事項であることを示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
以下の事項を引き起こす可能性があります。
★ 人的被害
★ 物的損傷

やけど注意

 この表示は、表面が高温になっている
もの（例：ランプ）に触れるとやけど、

けがの恐れがあります。

重要情報

 この表示は、補足情報や説明を示します。

注記
★ 本文中のこの表示は、補足情報や説明を示

します。

図
(1)  説明中のカッコ内の数字は、図中の番号

を指し示します。
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安全上の注意事項

説明
★ 各製品は、ライカ Z シリーズを用いた観察・

記録に求められるきわめて高度な要求にも
応えます。

用途
★ ブックレット「安全に関する注意事項」を

ご覧ください。

不適切な使用
★ ブックレット「安全に関する注意事項」を

ご覧ください。

Z シリーズの顕微鏡またはその構成部品は、 
外科手術（例：目の手術）には絶対に使用し
ないでください。

この取扱説明書に記載されている装置・アクセ
サリは、安全性および潜在的な危険について
試験済みです。本装置に変更・改造を加える場
合や、この取扱説明書の範囲を超えるライカ以
外の製品と組み合わせて使用する場合は、必ず

ライカマイクロシステムズにご相談ください。

許可なく装置に変更を加えたり、取扱い規定以
外の使用を行った場合、保証の責任を負いか
ねますのでご了承願います。

使用場所
★ ブックレット「安全に関する注意事項」を

ご覧ください。

★ 電気装置は壁から 10 cm 以上離して設置し
てください。

★ 大きな温度変化、直射日光、振動は避けて
ください。正確な測定や顕微鏡観察の妨げ
になる場合があります。

★ 温暖で湿度の多い地域では、菌類の繁殖を
防ぐために特別に配慮する必要があります。

装置担当者の責任
★ ブックレット「安全に関する注意事項」を

ご覧ください。

必ずお守りください：
★ Z シリーズの顕微鏡およびアクセサリの操

作・保守・修理は、必ず訓練を受けた認
定スタッフのみが行うものとします。

★ オペレーターは全員、この取扱説明書（特
に安全規則）をよく読み、理解し、順守し
てください。
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安全上の注意事項（続き）

修理、サービス作業
★ ブックレット「安全に関する注意事項」を

ご覧ください。

★ 部品を交換する場合は、ライカ マイクロシ
ステムズの純正部品のみをご使用ください。

★ 装置を開く場合は、事前に電源スイッチを
オフにし、電源ケーブルを抜いてください。

★ 電源が入ったまま電気回路に触れると、 
けがの恐れがあります。

搬送
★ 製品およびアクセサリ部品を輸送または搬

送する場合は、元の梱包材を使用してくだ
さい。

★ 振動による損傷を防ぐため、着脱可能な可
動部品はすべて取り外し、別々に包装して
ください。

サードパーティ製品への取り付け
★ ブックレット「安全に関する注意事項」を

ご覧ください。

廃棄
★ ブックレット「安全に関する注意事項」を

ご覧ください。

法的要求事項
★ ブックレット「安全に関する注意事項」を

ご覧ください。

EC 適合宣言
★ ブックレット「安全に関する注意事項」を

ご覧ください。

健康上のリスク
顕微鏡を長時間連続使用すると、眼精疲労や
筋骨格系疾患を発症する可能性があります。そ
のため、以下のような適切な対策を講じて作業

負荷を軽減する必要があります：
★ 作業場の配置、作業の割り当て、作業の流

れの最適化（頻繁に作業を変える）。

★ 人間工学や組織的側面に関するスタッフの
教育。

ライカ Z シリーズでは、負担を最小限に抑えるた
めに、人間工学に基づいたデザインと構造が採
用されていますが、健康のために定期的に休み
を取り、目や筋肉をリフレッシュさせてください。

接眼レンズに直接目を触れると、細菌やウイル
スの感染経路となる可能性があります。各個人
ごとに専用の接眼レンズを用意する、あるいは
着脱可能なアイカップを使用することで、この
危険を最小限に抑えることができます。
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ライカ Z シリーズ
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お買い上げいただきありがとうございます

このたびは、ライカ Z シリーズ顕微鏡をお買い上げいただき、ありがとう
ございます。Z シリーズは、卓越した対物レンズ、高品質なエンジニアリ
ング、信頼性など、ライカ マイクロシステムズに関してイメージされるす
べての長所を兼ね備えているため、ご期待を上回れるものと確信しており
ます。さらにモジュラー構造を採用しているため、仕事上どのようなアク
セサリが必要になろうとも、Z シリーズは完璧に皆様のニーズにお応えす
ることができます。

視差なく観察できるため、より正確な測定が可能になり、その後の処理
作業もいっそう容易になります。ライカ デジタルカメラと組み合わせると、
最大限の量の高品質なデータを得ることができ、あとでコンピュータを用
いた評価がはるかに容易になります。

ライカ顕微鏡の信頼性と堅牢性には昔から定評がありますが、ハイテク製
品の常として、ライカ Z シリーズの場合もある程度のお手入れと注意が必
要となります。そのため、この取扱説明書をお読みいただくことをお勧め
します。ここには操作・安全性・保守に関する必要な情報が網羅されて
います。いくつかのガイドラインをお守りいただくだけで、長年にわたっ
て頻繁に使用してもライカ顕微鏡は使い始めた日と同様に信頼性をもって
スムーズに動き続けることができるでしょう。

最高の作業成果を挙げられることを願っています。あなたは最高のツール
を手にされているわけですから。
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特殊なご要望がございましたら、ご相談ください
ライカ マイクロシステムズは、顧客固有のソ
リューションを考案することに関して比類ない
評価を得ています。標準部品では対応しきれな
い特殊なご要望がございましたら、ぜひライカ
の相談窓口までご連絡ください。あらゆる問題
を解決するソリューションをご提案いたします。

モジュラー構造：すべてが関連

ライカ Z シリーズは、機器の選択については
最大限の柔軟性を備えています。これは主に
モジュラー構造を採用し、ライカが数十年にわ
たって苦心して互換性を維持し続けてきたため
です。ズーム本体、接眼レンズ、ベースなどは、
どれを選んでも組み合わせられるため、さまざ
まなニーズに応じた最適な顕微鏡を作り上げる
ことができます。

それにもかかわらず、操作部や個々の部品には
大きな差はないことに気づかれるでしょう。ど
のような構成を選んでも、すぐに新しい顕微鏡
に慣れることができるはずです。
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始めましょう

すでに新品のライカ顕微鏡がライカの担当者に
よって組み立てられ、動作チェックが済んでい
る場合は、取り付けに関する説明をスキップし、
直接 44 ページのクイックスタートガイドに進ん
でください。

ご自身でライカ顕微鏡を組み立てる場合は、
このまま次の 15 ページ以降の「組み立て」の
章に進んでください。
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組み立て

ライカ Z6 APO / Z16 APO 取扱説明書 15



まず最初に、フォーカス用支柱を該当する落射
光ベースに取り付けます。

使用する工具
★ 同梱の 3 mm 六角レンチ

フォーカス用支柱の組み立て
1. テーブルまたは安定した台の端にフォーカ

ス用支柱を置き、支柱先端の 3 箇所のネ
ジ部が台の端から突き出るようにします。

2. 落射光ベースをフォーカス用支柱に取り 
付け、付属の 3 本のネジでベースに固定し
ます。

 ヒント：ほかの人に手伝ってもらうと、もっ
と楽にベースを取り付けられます。

落射光ベースおよび手動式フォーカス用支柱
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 透過光ベースについては、詳しくは 30 
ページを参照してください。

まず最初に、フォーカス用支柱を透過光ベース
に取り付けます。

使用する工具
★ 同梱の 3 mm 六角レンチ

支柱用アダプターの組み立て
1. 付属の 4 本のネジを使って支柱用アダプ

ターを支柱にしっかりと取り付けます。

フォーカス用支柱の組み立て
2. 付属の 6 本のネジを使ってフォーカス用支

柱をベースにしっかりと固定します。

透過光ベースおよび手動式フォーカス用支柱

ライカ Z6 APO / Z16 APO 取扱説明書 17



使用する工具
★ 同梱の 4 mm 六角レンチ

マイクロスコープキャリアの組み立て
1. マイクロスコープキャリアをフォーカス用支

柱に押し付けます。
2. 同梱の六角レンチを使ってネジを締め付け

ます。

マイクロスコープキャリア
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 Video/Photo Aチューブを使用するのは、
Leica Application Suite（LAS）ソフトウェ

アを使ってライカ デジタルカメラで試料観察を
する場合だけです。

鏡筒の組み立て
1. マイクロスコープキャリアのクランプネジを

緩めます。

2. 鏡筒をマイクロスコープキャリアに差し込
みます。

3. マイクロスコープキャリアのクランプネジを
締め付けます。

対物レンズ / カメラの取り付け
1. 希望するデジタルカメラを Video 対物レン

ズにねじ込みます。

2. Video 対物レンズを Video/Photo A チュー
ブに差し込み、ローレットをきつくなるまで
回します。

Video/Photo A チューブ 
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 鏡筒、エルゴモジュール ®、Video/Photo 
チューブ、ライカ IC A ビデオモジュール

を取り付ける場合に Y チューブを使用します。

鏡筒の組み立て
1. マクロスコープキャリアのクランプネジを緩

めます。

2. Y チューブをマイクロスコープキャリアに差
し込み、Y チューブのクランプネジが後方
を向くようにします。

3. マイクロスコープキャリアのクランプネジを
締め付けます。

鏡筒の組み立て
1. 鏡筒を Y チューブに差し込み、クランプネ

ジで固定します。

Video/Photo Y チューブ 
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使用する工具
★ 同梱の六角レンチ

 同軸照明装置は、マイクロスコープキャ
リアとズーム本体の間に取り付けます。

これによりファイバーを接続できるようになりま
す。ファイバーはライカ CLS シリーズの冷光光
源に接続します。

 低倍率で視野欠け（ケラレ）が発生し
ます。

 プランアポクロマート対物レンズを使用
する場合、同軸照明用のラムダ板を取り

付ける必要があります。

同軸照明装置の取り付け
1. 同軸照明装置を左側あるいは右側からマ

イクロスコープキャリアの下側に差し込み
ます。

2. ファイバー用の取付口が観察の妨げになら
ない位置に同軸照明装置を調節します。

3. 同軸照明装置を上方に押し、同軸照明装置
に付いているネジを締めます。

4. ライカ冷光光源のファイバーを同軸照明装
置に接続します。

 ライカ冷光光源用の取扱説明書は、冷光
光源に付属しています。

同軸照明装置（オプション）
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使用する工具
★ 同梱の六角レンチ

 オプションで同軸照明装置（21 ページ）
を取り付けた場合、ズーム本体はマイク

ロスコープキャリアではなく同軸照明装置に取
り付けます。

ズーム本体の取り付け
1. ズーム本体に付いているネジを緩めます。

2. ズーム本体を後方から鏡筒に差し込みます。

3. ズーム本体を上方に押し、ネジを固定します。

ズーム本体
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使用する工具
★ 同梱の六角レンチ

 微動フォーカスアダプターを取り付ける
と、10 mm の範囲内で微細な焦点合わ

せが可能になります。高倍率時に微細な焦点
合わせをする場合、微動フォーカスアダプター
が有用です。

 微動フォーカスアダプターを取り付ける
前に、ズーム本体から絞りリングを取り

外す必要があります。

絞りリングの取り外し
1. ズーム本体の絞りリング上の 3 つのネジを

緩めます。

2. 絞りリングを取り外します。

微動フォーカスアダプターの取り付け
1. ズーム本体に微動フォーカスアダプターを

取り付けます。

2. 3 つのネジを締め付けます。

微動フォーカスアダプター（オプション）
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対物レンズ

使用する工具
★ なし

 プランアポクロマート対物レンズの場合、
同軸照明用のラムダ板、偏光アナライ

ザー、リング照明を取り付けることができます。

 HR および DM 対物レンズは使用時、視
野欠け（ケラレ）が生じる場合があります。

対物レンズの取り付け
1. 絞りリング（またはオプションの微動フォー

カスアダプター）にプランアポクロマート対
物レンズを反時計回りに差し込みます。

それ以外の取り付け方法
 ★ 対 物レンズスライドを使 用 する場 合 は、 

27 ページの説明を参照してください。
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使用する工具
★ なし

取り付けのための前提条件

 鏡筒を使用する場合は、Y チューブを使
用する必要があります。

準備作業
1. クランプネジを緩め、保護カバーを外し 

ます。

鏡筒の取り付け
1. 鏡筒を Y チューブの溝に押し当てながら両

方向に少し回転させ、クランプネジが溝と
噛み合うようにします。

2. 鏡筒を軽く押さえながら、クランプネジを
締め付けます。鏡筒は自動的に正しい位置
になります。

鏡筒
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接眼レンズ

使用する工具
★ なし

総合倍率

 メガネ着用者向けに用意されている広視
野接眼レンズ（10x、16x、25x、40x）を

使用することで、総合倍率を上げることができ
ます。

準備作業
1. オプションのレチクルを使用する場合は、

まずレチクルを取り付けます（51 ページを
参照）。

2. 保護用キャップを外します。

接眼レンズの取り付け
3. 接眼レンズを奥まで鏡筒に差し込み、しっ

かりと正しくはまっているか確認します。

4. クランプネジをしっかりと締め付けます。
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サポートされている対物レンズ
2.0 x プランアポクロマート対物レンズ
5.0 x プランアポクロマート対物レンズ

 芯出し可能な対物レンズネジは、可動リ
ングと 4 本の芯出しネジ（リングの前側）

によって識別できます。

 取り付け時には対物レンズスライドをな
るべく90°の角度に向け、照明装置と試

料にアクセスしやすくなるようにしてください。
芯出し可能な対物レンズネジはユーザーの側を
向きます。

対物レンズスライドの取り付け：
1. ズーム本体の絞りリングとの 3 つのネジを

緩めます。

2. 絞りリングを取り外します。

（次ページに続く）

対物レンズスライド：取り付け
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対物レンズスライド：取り付け（続き）

対物レンズの取り付け：

 2x 対物レンズは、芯出し可能な対物レ
ンズネジに取り付ける必要があります。

 5x 対物レンズは、より距離を離して取り
付けてください。このような配置にする

ことで、より自由な動きが可能になるからです。

1. 対物レンズを対物レンズスライドにねじ込
みます。

3. 対物レンズスライドをズーム本体に取り付
け、3 つのネジを締め付けます。
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 レンズは工場でほぼ同中心調整が済ん
だ状態にあらかじめ設定されています。

しかし、こうした設定は使用する構成によって
異なります。より精密な同中心調整が必要な場
合は、以下の手順で手動で行うことができます。

 同焦点は調整できません。そのため、
常に 5x 対物レンズを使って焦点合わせ

をしてから、2x に切り替えることを推奨します。

同中心の最適化
1. 5x プランアポクロマートを光路に押し出し

ます。

2. 試料の見やすい部分を中央に置きます。

3. 2x プランアポクロマートを光路に押し出し
ます。

4. 4 本の芯出しネジをすべて緩めます。

5. 接眼レンズを覗きながら、対物レンズが正
しい方向に動くまで、また試料の見やすい
部分が中央に動くまで、1 本目の芯出しネ
ジを締め付けます。

6. ここで反対側の芯出しネジを少しだけ締め
付けます。

7. 同中心が得られるまで、その他のネジにつ
いても同じ手順を繰り返します。

 プリロードネジは使用されていません。
そのため、必ず反対側の芯出しネジを

緩めてから、反対のネジを締め付けるようにし
てください。そうしないと対物レンズが損傷す
るおそれがあります。

対物レンズスライド：対物レンズの同中心調整
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透過光ベース TL ST

ベースの開梱
ベースは支柱取付用アダプターを取り付けた
状態で供給されます。装置を開梱する際には、
十分な広さのある平坦で表面が滑らない場所
で行うようにしてください。

フォーカスドライブと支柱
1. 同梱の六角レンチを使って、支柱取付用アダ

プターをベースに固定するネジを緩めます。

2. 4 本の六角ネジを使って、フォーカスドライ
ブ用支柱を下側から取り付けます。

3. 6 本の六角ネジを使って、支柱取付用アダ
プターを再び元の位置に取り付けます。
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搬送用固定具の取り外し

 透過光ベースを初めてお使いになる前
に、必ず 2 つの搬送用固定具を取り外

してください。

透過光ベース TL BFDF：初めてお使いになる前に

切替スライド固定具

ミラー固定具
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透過光ベース TL BFDF

標準付属品
ベースは支柱取付用アダプターを取り付けた状
態で供給されます。選択したステージ（ライカ 
IsoPro™ XY ステージまたはライカ標準ステージ 
10 447 269）とフォーカスドライブを後から取り
付ける必要があります。

ステージの取り付け
ライカ透過光ベース TL BFDF には 3 種類のス
テージを取り付けることができます。

★ ライカ IsoPro™ 手動 XY ステージ
★ ライカ IsoPro™ 電動 XY ステージ
★ ライカ標準ステージ 10 447 269

動作チェックを行う前に、選択したステージを
ベースに取り付けます。いつでも簡単な操作で
他のタイプのステージに変更可能です。

以下の説明は、ステージを取り付けていない
ベースを使用することを前提としています。取り
外しは、以下の手順とは逆の順序で行います。

標準ステージ
1. 標準ステージの長方形の穴からガラスプ

レートを取り出します。

2. ステージを透過光ベースに置きます。この
とき、4 つの穴がベースの穴と揃うようにし
ます。

3. 付属の 4 本の六角ネジを使って、ステージ
をベースに取り付けます。

4. ガラスプレートを元通りに標準ステージに
差し込みます。
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ベースは支柱取付用アダプターを取り付けた状
態で供給されます。選択したステージ（ライカ 
IsoPro™ XY ステージまたはライカ標準ステージ 
10 447 269）とフォーカスドライブをあとから取
り付ける必要があります。

装置を開梱する際には、十分な広さのある平
坦で表面が滑らない場所で行うようにしてくだ
さい。

ステージの取り付け
ライカ透過光ベース TL RC ™ / RCI ™ には 3 種
類のライカのステージを取り付けることができ
ます。動作チェックを行う前に、選択したステー
ジをベースに取り付けます。いつでも簡単な操
作で他のタイプのステージに変更可能です。

以下の説明は、ステージを取り付けていない
ベースを使用することを前提としています。取り
外しは、以下の手順とは逆の順序で行います。

標準ステージ
1. 標準ステージの長方形の穴からガラスプ

レートを取り出します。

2. ステージを透過光ベースに置きます。この
とき、4 つの穴がベースの穴と揃うようにし
ます。

3. 付属の 4 つの六角ネジを使って、ステージ
をベースに取り付けます。

4. ガラスプレートを元通りに標準ステージに
差し込みます。

TL RC ™ / TL RCI ™
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IsoPro™ 手動 XY ステージ：取り付け

ライカ IsoPro™ XY ステージをベースに取り付け
る前に、ステージノブを XY ステージの左側ま
たは右側に取り付けます。

ライカ IsoPro™ XY ステージ
ライカ IsoPro™ XY ステージをベースに取り付け
る前に、ステージノブを XY ステージの左側ま
たは右側に取り付けます。

操作部を左側に取り付ける場合は、XY ステー
ジの底部のギアロッドを右側に取り付け直す必
要があります。

1. XY ステージからガラスプレートを取り外し
ます。

2. XY ステージを裏返し、固定できる場所に
置きます。

3. ギアロッドを左側から右側に付け替えし 
ます。

4. 次の 2 つのステップを飛ばして、操作部を
取り付けます。

左側または右側での操作
操作部を左側に取り付ける場合は、XY ステー
ジの底部のギアロッドを右側に取り付け直す必
要があります。
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ライカ IsoPro™ 手動 XY ステージ：取り付け（続き）

1. XY ステージからガラスプレートを取り外し、
裏返します。

2. ギアロッドを左側から右側に付け替えします。

操作部の取り付け
1. XY ステージからガラスプレートを取り外し、

裏返します。

2. ステージノブを希望する側に取り付けます。

3. 付属の 2 本の六角ネジを使って、ステージ
ノブを取り付けます。

4. XY ステージにカバーレールを取り付けます。

XY ステージの取り付け
1. XY ステージをベースに置きます。

2. XY ステージの上部を慎重に手前に引き、
下部を透過光ベースに固定します。
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ライカ IsoPro™ 手動 XY ステージ：取り付け（続き）

3. XY ステージを 3 つのネジ穴に均一に取り
付けます。

4. XY ステージをできるだけ支柱の方に移動
させます。

5. ガラスプレートを XY ステージに差し込み
ます。

フォーカスドライブと支柱
1. 同梱の六角レンチを使って、支柱取付用

アダプターをベースに固定するネジを緩
めます。

2. 3 本の六角ネジを使って、フォーカスドライ
ブ用支柱を下側から取り付けます。

3. 3 本の六角ネジを使って、支柱取付用アダ
プターを再び元の位置に取り付けます。
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基本
ライカ TLシリーズ（TL BFDF、TL RC™、TL RCI™）
の透過光ベースは、支柱取付用アダプターが取
り付けられた状態で供給されます。選択したス
テージ（ライカ IsoPro™ XY ステージまたは標準
ステージ 10 447 269）とフォーカスドライブを
後から取り付ける必要があります。

電動 XY ステージはデリケートな精密機器です。
取り付けの際には、衝撃や激しい振動をステー
ジに与えないようにしてください。

1. XY ステージを搬送用の梱包材から取り出
し、透過光ベースの上に置きます。

2. 3 本の M4 ネジを使って、電動 XY ステー
ジをベースに固定します。

ライカ IsoPro™ 電動 XY ステージ：取り付け

M4 ネジ（x3）1  顕微鏡ベース
2  電動 XY ステージ

1

2
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3. 2 本の M3 ネジを外してホルダーを XY ス
テージから取り外します。

4. 2 本の M4 ネジを外してスリーブを XY ス
テージから取り外します。

5. XY ステージから 4 枚の衝撃吸収用のボー
ル紙を取り除きます。

 取り外したすべての搬送用固定具は、将
来的にまた搬送する場合に備え、付属の

ビニール袋に保管しておいてください。

ライカ IsoPro ™ 電動 XY ステージ：取り付け（続き）
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ライカ IsoPro™ 電動 XY ステージ：取り付け（続き）

ベース
TL BFDF、TL RC ™、RCI ™ 透過光ベースには 3
種類のステージ（標準ステージと IsoPro™ 手動
/ 電動 XY ステージ）を取り付けることができま
す。動作チェックを行う前に、選択したステー
ジをベースに取り付けます。いつでも簡単な操
作で他のタイプのステージに変更可能です。

以下の説明は、ステージを取り付けていない
ベースを使用することを前提としています。取り
外しは、以下の手順とは逆の順序で行います。

XY ステージとベース

 機械システムが損傷するため、絶対に
電動 XY ステージのスレッジを手動で X 

方向に動かさないでください。

1. XY ステージをベースに置きます。

2. XY ステージの上部を慎重に手前に引き、
下部を透過光ベースに固定します。

3. XY ステージを 3 つのネジ穴に均一に取り
付けます。

4. XY ステージをできるだけ支柱の方に移動
させます。

5. ガラスプレートを XY ステージに差し込み
ます。
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ライカ IsoPro™ 電動 XY ステージ：取り付け（続き）

XY ステージ制御モジュール
1. XY ステージモーターの CTL2 プラグを 3 つ

の CTL2 インターフェースのいずれかに差
し込みます。

2. ライカ PSC コントローラーの CTL2 プラグ
をその他の CTL2 インターフェースに差し込
みます。

★ 3 つ目の CTL2 インターフェースは、その
他の装置（例えばライカ フットスイッチ（10 
447 398）や 透過光ベース TL RCI ™（10 446 
352）など）を接続するのに利用できます。

★ 15 ピン サブ D インターフェースは、ライカ 
SmartMove™ コントローラー（11 501 197）
を使用するためのものです。

3. 電源ケーブルを所定のソケットとアース付
き電源コンセントに差し込みます。

すべての装置を制御ボックスに接続して電源に
つなぐと、ただちに XY ステージは初期化され、
自動的に中央位置に移動します。

4. PC（該当する場合）と XY ステージ DCI モ
ジュールを（適切な USB ケーブルを使って）
接続します。
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ライカ Z シリーズの電動タイプには多様な電動
機能が用意されており、これらを使用すると顕
微鏡の各種データ・設定の読み出し、PC への
転送が可能になります。

端子 PC その他の装置への接続は、支柱背面の各
ポートによって行います。

1. CTL2 端子 x2：各種の付属装置（Zシリーズの
ディストリビューションボックス、SmartTouch
パネル、ライカ TL RCI ベース、その他のラ
イカ製品のアクセサリ）の接続用。

2. 電源接続用端子。

3. USB 端子：PC 接続用。

ケーブル：接続部

1

2

3
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支 柱 に はケーブルダクトが 内 蔵されている
た め、 例 え ば カ メラ 用 の USB ケ ー ブ ル や
FireWire ケーブルなどをすっきりと収納すること
ができます。

ケーブルの収納
1. ケーブルダクトの 3 つのネジを緩めます。

2. 支柱上部の白いカバーを外します。

3. ケーブルをケーブルダクトに収納し、カバー
のネジをしっかりと締めます。

ヒント：カバーのネジを締める前に、あらかじ
め必要となるケーブルの端の長さを見積もって
ください。太いケーブルの場合は、後で長さを
変更するのが困難です。

ケーブル：ケーブルダクト
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必要な工具
★ なし

 ライカ LED3000 NVI ™ は、外径 58 mm
の対物レンズに使用できます。

 サポートされている作動距離は 50 mm 
～ 150 mm です。

ライカ LED3000 NVI ™ の取り付け
1. フォーカス用支柱に CTL2 端子が内蔵され

ている場合は、ライカ LED3000 NVI ™ を
フォーカス用支柱に接続します。

手動式支柱の場合
1. ライカ LED3000 NVI ™ に外付けの電源アダ

プター（10 450 266）をつなぎます。

2. ライカ LED3000 NVI ™ を下側から対物レン
ズに取り付け、クランプネジを締めます。

ライカ LED3000 NVI ™（ニアバーチカル照明）
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クイックスタートガイド
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手動式のライカ Z シリーズ顕微鏡（ライカ Z16 APO）の概要

1 デジタルカメラ
2 鏡筒
3 接眼レンズ
4 視度調整用筒
5  Y チューブ 
6 マイクロスコープキャリア
7 アイリス絞り
8 ズーム本体
9 クリックストップ オン / オフ スイッチ
10 ズーム調整リング
11 微動フォーカスアダプター
12  対物レンズ
13 LED リング照明
14 落射光スタンド
15 支柱
16 フォーカスドライブ

1

2

14

10
11
12
13

8

9

6
7

5
4

15

16

3
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接眼レンズと焦点合わせ
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接眼レンズの倍率ファクター

接眼レンズは、顕微鏡の中を覗くことを可能にするとともに、最大倍率に
も重要な役割を果たします。倍率ファクターは 10x ～ 40x です。

Z シリーズでは以下の接眼レンズが用意されています。
倍率 視度の補正 注文番号
10x ± 5 視度調整 10 450 023
16x ± 5 視度調整 10 450 024
25x ± 5 視度調整 10 450 025
40x ± 5 視度調整 10 450 026
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メガネを着用している場合：
1. 接眼レンズを固定し、アイカップを奥に時

計回りに回します。

2. 視度調整付き接眼レンズの場合は、目盛を
回転させて「0」のマークに合わせます。

ちなみに、メガネを着用して観察することのメ
リットのひとつは、細菌の感染の危険がきわめ
て低くなることです（52 ページを参照）。アイカッ
プは柔らかい素材でできているため、メガネが
接眼レンズに接触してもメガネに傷が付くこと
はありません。

接眼レンズの使い方

メガネを着用していない場合：
1. 接眼レンズを固定し、アイカップを手前に

反時計回りに回します。

2. 視度調整付き接眼レンズの場合は、目盛を
回転させて「0」のマークに合わせます。

接眼レンズは観察者の目と鏡筒とを結ぶもので
す。単に鏡筒に押し込むだけで使用できます。

各接眼レンズは一定の倍率ファクターが設けら
れており、これは総合倍率に決定的な役割を果
たします。さらにライカのすべての接眼レンズ
には、試料の測定・数値化を可能にする実用
的なレチクルを取り付けることができます。

視度の補正
メガネ着用者の場合は、内蔵の視度調整が利
用できます。詳しくは、50 ページを参照してく
ださい。
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適正な眼幅調整

試料を覗いたとき、1 つの丸い視野が得られる
ように、正しく眼幅調整してください。

今まで顕微鏡を使用した経験がない場合は、
慣れるまでに少し時間がかかるかもしれません
が、心配無用です。ほどなく自然に感じられる
ことでしょう。

参考値
目と接眼レンズとの距離は、メガネ着用者の場
合、10/23B 広視野接眼レンズで約 22 mm です。

眼幅調整
1. 接眼レンズを覗き込みます。

2. 左右の接眼レンズを両手で持ちます。左右
の接眼レンズを近づけるか遠ざけるかして、
1 つの丸い画像が得られるようにします。

3. 目を接眼レンズに近づけ、周囲が欠けてい
ない完全に均一な視野が得られるようにし
ます。

✓✗
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ライカ顕微鏡は同焦点が保証されています。
同焦点を確保するためには、正しい視度調整
が必要です。以下の調整は各ユーザーごとに 
1 度は行う必要があります。

ライカの接眼レンズには視度調整が内蔵されて
おり、メガネを着用せずに顕微鏡を使用するこ
とができます。視度調整の範囲は ±5 です。

視度調整の手順
1. 両方の接眼レンズの視度調整を中央位置

（視度調整「0」）にセットします。

2. 接眼レンズを覗き込み、平らな試料を使っ
て焦点を合わせます。

3. 両方の接眼レンズを視度調整「+5」まで回
します。

4. 片目を閉じ、試料がシャープに見えるよう
になるまで、もう片方の接眼レンズを「−」
方向に回します。

5. もう片方の目で、画像が均一でシャープに
なるまで視度調整を行います。

6. 最高倍率を選び、必要に応じて再び焦点合
わせをします。

これで、最低倍率から最高倍率に調整すると、
常にシャープに試料に焦点が合うようになりま
す。そうならない場合は、上記の手順を繰り返
してください。

これであなたの目にマッチした同焦点システム
となりました。

視度の補正

50 取扱説明書 ライカ Z6 APO / Z16 APO



レチクル

2. レチクルをホルダーにはめ込み、軽く押さ
え付けます。レチクルがしっかりと取り付け
られたか確認します。

3. ホルダーとレチクルを回してしっかりと締
め、接眼レンズを再び鏡筒に取り付けます。

4. レチクルの位置を調節するには、鏡筒に付
いた接眼レンズを回転させ、クランプネジ
を使って締め付けます。

用途

 デジタルカメラや LAS ソフトウェアを使
用しない場合は、レチクルを使うことで

長さの測定やカウント作業が容易になります。

長さの測定やカウント作業を行うためのレチク
ルは、マウント内に取り付け、接眼レンズに差
し込みます。

1. 接眼レンズからレチクル用ホルダーを回し
て取り外します。
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健康上の注意事項

感染源となる可能性

 接眼レンズに直接目を触れることは、細
菌やウイルスの感染経路となる可能性

があります。各個人ごとに専用の接眼レンズを
用意する、あるいは着脱可能なアイカップを使
用することで、この危険を最小限に抑えること
ができます。アイカップは個別に注文可能です。
ライカ代理店までお問い合わせください。

専用のアイカップを使用することは、感染防止の
有効な手段となります。
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焦点合わせ

焦点合わせは、フォーカス用支柱を使って顕微
鏡を上下させて行います。

★ フォーカスドライブは左手でも右手でも操
作できます。

焦点合わせ
★ 内側の粗動フォーカスドライブは、Z 位置

を大きく動かす場合に使用します。

★ 外側の微動フォーカスドライブは、高倍率
時など微細な焦点合わせをする場合に使用
します。

粗微動フォーカスドライブ
シャープネスは粗微動フォーカスドライブを
使って調節します。

 粗微動フォーカスドライブの耐荷重は 
15 kg までです。

 粗微動フォーカスドライブの分解能は 
1 µm です。
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フォーカスドライブの抵抗の調節

抵抗の調節
フォーカスドライブの抵抗が緩すぎたり固すぎ
たりする場合、または顕微鏡システムの重みで
ずり落ちる場合など、以下の手順で抵抗を調節
することができます。

1. 両手で外側のドライブノブを持ち、希望す
る抵抗になるまで、それぞれを反対方向に
同時に回転させます。
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 微動フォーカスアダプターを取り付ける
と、10 mm の範囲内で微細な焦点合わ

せが可能になります。高倍率時に微細な焦点
合わせをする場合、微動フォーカスアダプター
が有用です。

微動フォーカスアダプター
1. フォーカスドライブを使って、できるだけ正

確に試料にピント合わせをします（53 ペー
ジを参照）。

2. 微動フォーカスアダプターを回して、焦点
を最適化します。

微動フォーカスアダプター
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倍率（ズーム）の変更

Z シリーズの顕微鏡にはズームが内蔵されてい
ます。各モデル名がズーム比を示しています。

★ ライカ Z6 APO (A) = 6.3：1
★ ライカ Z16 APO (A) = 16：1

 ズームの回転ノブは左手でも右手でも操
作できます。

ズーム操作
1. 接眼レンズを覗き込みます。

2. 試料に焦点を合わせます。

3. ズーム調整リングを回して、希望する倍率
設定にします。
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 クリックストップを希望に応じて有効また
は無効にすることができます。クリックス

トップを無効にすると、連続的なズームが可能
になります。それに対してクリックストップを有
効にすると、写真撮影や測定などより再現性あ
る観察が可能になります。

クリックストップの有効化と無効化
1. ボタンを下に押すとクリックストップが無効

になります。

2. ボタンを上に押すとクリックストップが有効
になります。

クリックストップの有効化と無効化
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 Z シリーズ顕微鏡のズーム本体に付いて
いるアイリス絞りは、カメラのアイリス絞

りと同じ役割を果たします。取り込む光の量を
調節することで、被写界深度を調整できます。
被写界深度（つまり「焦点深度」）とは、試料に
ピントが合っている範囲のことです。

アイリス絞りを閉じる
★ アイリス絞りを閉じるには、リングを右側

（「1」の方向）に回します。被写体は暗く見
え、被写界深度が深くなります。

アイリス絞りを開く
★ アイリス絞りを開くには、リングを左側（「5」

の方向）に回します。被写体は明るく見えま
すが、被写界深度は浅くなります。

アイリス絞り
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写真 & ビデオ
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多くの顕微鏡ユーザーにとって、デジタル撮影
による記録作成は仕事に欠かせないものとなっ
ています。これは研究結果を魅力的に紹介でき、
デジタル画像による測定では明快さが得られる
からです。さらに IsoPro ™ 電動 XY ステージと
組み合わせると、大きな試料を少しずつ画像に
取り込んで自動でつなぎ合わせ、新しい完全な
画像を作り出すことができます。

アダプター
Leica Application Suite によるカメラの制御が
不要な場合は、サードパーティ製の従来のレフ
レックスカメラやレンジファインダーカメラを使
用することができます。このために、ライカ マ
イクロシステムズでは 50% および 100% 三眼
鏡筒と併用できるようにするために多様なアダ
プターを用意しています。

ライカ DFC カメラ
しかし、カメラを完璧に制御する必要があり、
また写真だけでなく測定・評価その他の機能も
必要なら、デジタルのライカ DFC カメラが最適
です。Leica Application Suite と相まって、 使
用する上でほとんど無限の自由を手にすること
ができます。ライカのカメラについては、詳し
くはカメラの資料をご覧ください。

Leica Application Suite
Leica Application Suite（LAS）は、いわばライ
カ Z シリーズ顕微鏡のデジタル的な機能を拡張
するためのものです。画像の取り込みに加え、
顕微鏡、照明装置、ステージ、カメラその他を
制御できるようになります。詳しくは LAS のオ
ンラインヘルプをご覧ください。

写真 & ビデオ
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Photo 鏡筒と C マウント

用途
すべてのライカ DFC カメラには、共通規格の
C マウントインターフェースが付いています。こ
のインターフェースには、各三眼鏡筒用の C マ
ウントアダプターを接続します。アダプターを
介して顕微鏡とカメラは機械的にしっかりと接
続され、顕微鏡の画像がカメラの画像センサー
に最適にレンダリングされるようになります。

通常、デジタルカメラは可能な限り広い視野を
取り込みつつ、視野の黒枠を可能な限り避ける
ことが理想とされます。このためには、C マウ
ントアダプターの倍率ファクターをセンサーの
画像フォーマットに可能な限り適したものにす
る必要があります（表を参照）。

適合する C マウントアダプターを取り付けても
隅に不要な影ができてしまう場合は、カメラソ
フトウェアの「シェーディング機能」を使って補
正することができます。

または、より高倍率な C マウントアダプターを
使用することもできます。これにより主に視野
の問題となる周辺部分を回避し、視野の中央に
注目します。

カメラ 最適 
（大きな 

視野）

適切 
（小さめの 

視野）
DFC425 0.5x 0.63x 
DFC495 0.63x 0.8x  
DFC500 0.63x 0.8x  

サードパーティ製カメラ
共通規格の C マウントインターフェースが付い
たライカの DFC カメラだけでなく、サードパー
ティ製カメラ（一眼レフカメラなど）を T2 バヨ
ネットアダプターを使って顕微鏡に接続するこ
ともできます。その場合は C マウントアダプター
の代わりに、T2 接続による対応する一眼レフ
アダプターを使用してください。ただし、こうし
たサードパーティ製カメラは Leica Application 
Suite には統合できず、カメラメーカーの対応
するソフトウェアを使って操作する必要があり
ます。

ライカのデジタルカメラの詳細については、組
み立て方や使い方に関する説明とともに、各取
扱説明書に記載されています。
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三眼 Video/Photo チューブ 50%

用途
第 3 の光路を備えた三眼 Video/Photo チュー
ブ 50% を使用すると、試料の観察と同時に写
真撮影を行うことができます。光は以下のよう
に分割されます。

★ 50% は 2 つの接眼レンズのために使用さ
れます。

★ 50% は Video/Photo 光路に向かいます。

組み立て
ErgoTube™ の代わりに「三眼鏡筒 50%」をズー
ム本体に取り付けます（25 ページも参照）。
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用途
第 3 の光路を備えた三眼 Video/Photo チュー
ブ 100% を使用すると、試料の観察または写真
撮影のどちらかを行うことができます。どちらか
片方の光路で 100% の光を利用するわけです。
他方の光路は不透明または黒くなります。

組み立て
エルゴ双眼鏡筒の代わりに「三眼鏡筒 100%」
をズーム本体に取り付けます（25 ページも参
照）。

切り替え
★ 鏡筒の右側に付いているコントローラーを

水平の位置に回すと、利用可能な光がすべ
て接眼レンズに向かいます。こうすると試
料の観察ができます。

★ 鏡筒の右側に付いているコントローラーを
垂直の位置に回すと、利用可能な光がすべ
てカメラに向かいます。こうすると試料の
写真撮影ができます。

三眼 Video/Photo チューブ 100%
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対物レンズおよび
光学アクセサリ
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各種の対物レンズ

画像特性に関する多様な要求を満たせるよう、
高品質で互換性のあるプランアクロマートおよ
びプランアポクロマート対物レンズや、低価格
で互換性のあるアクロマート対物レンズを選ぶ
ことができます。これらの対物レンズは Z6 APO
または Z16 APO ズームシステムで使用でき、
微動フォーカスアダプターと一緒に使用するこ
ともできます。

★ 高性能なアポクロマートズームシステムの
長所を生かすため、1x、2x、5x、0.8x、0.5x 
プランアポクロマート対物レンズを使用す
ることを推奨します。

★ プランアポクロマート対物レンズには、同
軸照明用のラムダ板、偏光アナライザー、
リング照明を取り付けることができます。

★ そのほか、アダプターを介してズームまた
は微動フォーカスアダプターに取り付けら
れる M シリーズ 0.63x、0.5x、0.32x アクロ
マート対物レンズも用意されています。ア
クロマート対物レンズには、垂直照明装置
や落射 / 傾斜観察用アタッチメントを取り
付けることができます。

焦点距離の長いアクロマート対物レンズ
特殊な用途向けに、作動距離と焦点距離の長
いアクロマート対物レンズ（f = 100 mm ～ 400 
mm）が用意されています。
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ベース

66 取扱説明書 ライカ Z6 APO / Z16 APO



ライカ透過光ベース TL ST：操作部

1 支柱取付用アダプター
2 ガラスプレート
3 光量調節コントローラー
4 ミラー調節用スライダー

透過光ベース TL ST 用支柱取付用アダプター
透過光ベース TL ST の背面
1 ハロゲンランプ交換用ネジ
2 電源プラグ
3 電源スイッチ 

1

2

3
4

1 2 3
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ライカ透過光ベース TL ST：操作

光量調節
左側のコントローラーで 12 V/20 W ハロゲンラ
ンプの光量を調節します。

1. 電源スイッチをオンにします。

3. 試料に焦点を合わせます。

3. 左側の光量調節コントローラーで照明の強
度を調節します。

透過光の調節
透過光ベース TL ST の左側に付いているスライ
ダーを動かすと、ミラーの角度と位置が自動的
に調整されます。明視野と斜照明とをスムーズ
に切り替えることができます。

明視野
明視野は、有色でコントラストのある構造を備
えた透明な対象物を観察するのに適していま
す。対象物を下から直接照らし、明るい背景の
中で本来の色で見ることができます。

★ 希望する効果が得られるまで、スライダー
を後方へ動かします。

斜照明
半透明または不透明な対象物を観察する際に
さらなる分解能と情報が得られます。

★ 希望する効果が得られるまで、スライダー
をゆっくりと手前に引きます。
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ハロゲンランプの交換

 感電を防ぐため、ランプを交換する前
に、必ずベースから電源プラグを抜い

てください。

 操作中、ハロゲンランプは非常に高温
になります。やけどを防ぐため、ランプ

消灯後も約 10 分間、ベースが冷えるまで待っ
てください。

 新品のハロゲンランプは素手で触らな
いでください。ランプの寿命が大幅に短

くなってしまいます。

電球の交換
1. 放熱板に付いている 2 本のネジを緩め、

ランプと一緒に放熱板を引き抜きます。

2. ランプとマウントを上方に引きながら、慎重
に引き抜きます。

3. ランプをマウントから切り離します。

4. 新品のランプをマウントに差し込み、ラン
プホルダーを再び差し込みます。

予防手段

 ランプを差し込む際には、ケーブルが
2 個の金属製クランプの中に取り回され

ているか確認してください。これにより、差し
込む際にケーブルが挟み込まれるのを防ぐこと
ができます。

ライカ透過光ベース TL ST：電球の交換
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ライカ透過光ベース TL BFDF：操作部

1 支柱取付用アダプター
2 標準ステージ 10 447 269
3 明視野と暗視野の切り替えボタン

透過光ベース TL BFDF 用支柱取付用アダプター

フォーカスドライブに付いているアダプター

明視野と暗視野の切り替えボタン
冷光光源用ファイバーコネクター（アクティブ 
f = 10mm、エンドチューブ f = 13mm）

1

2

3
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光量調節

 ファイバーおよび冷光光源のメーカーの
取扱説明書を（特に安全規則はすべて）

順守してください。

★ メーカーの取扱説明書に従って冷光光源を
点灯し、輝度を調節します。

透過光の調節
ライカ透過光ベース TL BFDF には、明視野と
暗視野とを切り替えるためのスイッチが付いて
います。

明視野
明視野は、有色でコントラストのある構造を備
えた透明な対象物を観察するのに適していま
す。 対象物を下から直接照らし、明るい背景の
中で本来の色で見ることができます。

★ スイッチを「BF（明視野）」のほうに一杯ま
で回します。

暗視野
暗視野照明では、リング照明を使用し、試料が
なければ直接光が対物レンズに届かないように
します。
半透明または不透明な対象物の構造のみが光
を散乱し、暗い背景上で対象物が見えるように
なります。

★ スイッチを「DF（暗視野）」のほうに一杯ま
で回します。

ライカ透過光ベース TL BFDF：操作

明視野照明で見た指先 暗視野照明で見た同じ被写体
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ライカ TL RC ™ / TL RCI ™：操作部

透過光ベース支柱取付用アダプター

1 内蔵ハロゲンランプの放熱板（TL RCI ™ のみ）
2 フォーカスドライブ用支柱取付用アダプター
3 標準ステージ 10 447 269
4 フィルターホルダー
5  Rottermann Contrast ™ 上部 / 下部フラップ

のコントローラー
6 ミラー操作および水平移動用ボタン
7 透過光ベース

1 電源スイッチ
2 電源プラグ
3 USB ポート、タイプ B
4 USB ポート、タイプ A
5 CAN バス x 2
6 ハロゲンランプ交換用ネジ

1
2

3
4

5
6
7

1

3 4 5 6

2
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ライカ TL RCI ™：照明ミラー

コントラスト調整
試料の特性（周囲の屈折率）や観察者の知覚に
よっては、ポジのレリーフコントラスト用スイッ
チと反転したレリーフコントラスト用スイッチ

（下記）とを逆に操作する場合もあります。つま
り、外側のスイッチではなく内側のスイッチで
反転したレリーフコントラストを操作する場合も
あります（その逆も同様）。

照明ミラー
内蔵ミラーには平面側と凹面側があり、回転・
移動させることができます。凹面側は、開口数
の高い対物レンズの光学的な要求に応えられる
よう、特別に設計されています。透過光ベース
の左側に付いている黒の回転ノブを使って、内
蔵の光路屈折用ミラーを回転・前後移動させる
ことができます。

ノブに付いている凹型ミラーの凹面側を示して
おり、目で確認しなくても常に直感的に操作で
きるようになっています。

試料面への光の入射角は、ミラーの角度と位置
によって変化します。そのため、各種照明（透
過光明視野、傾斜照明、暗視野のような照明）
の切り替えが可能となっています。

回転ノブの機能
回転ノブ（1）は以下の操作が可能です。

★ 照明ミラーを平面側から凹面側に裏返すこと

★ 少し傾けることで、試料面を通過する光線
の角度を変化させること

★ 照明ミラーを前後に移動させること
1
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ライカ TL RCI ™：光量と色温度

1  色温度自動制御機能（CCIC ™）の光量調節用
ポテンショメーター

2 色温度調節用ポテンショメーター

透過光ベース TL RCI ™ には光量（1）と色温度
（2）を調節するための 2 つのポテンショメー
ターが付いています。

色温度を調節するためのコントローラーは、同
時に電子シャッターとしての役割も果たします。

★ 作業を中断するには、ポテンショメーター
（2）を押します。

★ 再びスイッチを押すと照明が点灯します。
色温度は自動的に中断前と同じ設定に戻り
ます。

1 2
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レリーフコントラストの設定
透過光ベース TL RC ™ /TL RCI ™ の左側に付い
ている 2 つのスイッチにより、2 枚の内蔵フラッ
プを動かします。外側のスイッチ（1）は反転し
たレリーフコントラストを、内側のスイッチ（2）
はポジのレリーフコントラストを調節するため
のものです。

フラップの位置に応じて、内蔵フレネルレンズ
の開口部の一部が覆われ、異なるコントラスト
効果が生まれます。あたかもレリーフ彫刻のよ
うに、位相構造はポジのレリーフコントラスト
では盛り上がって見え、反転したレリーフコント
ラストではへこんで見えます。

両方の絞りを 45°に設定すると、レリーフを伴
わずにコントラストが強調され、ギャップのよう
に照らされたエリアが作られます。偏向ミラー
の角度を少し調節すると、ギャップを視野全体
に動かすことができ、ポジとネガのレリーフ像
を素早く切り替えられます。こうしたダイナミッ
クな効果により、位相構造と振幅構造を容易に
判別できます。

ライカ TL RC ™ / TL RCI ™：操作

1 反転したレリーフコントラストを調節する 
スイッチ

2 ポジのレリーフコントラストを調節する 
スイッチ

3 偏向ミラー

1 2 3
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ライカ TL RCI ™：透過光の方法

垂直明視野照明 
十分なコントラストを備えた、染色した振幅試
料に適しています。

光線は垂直に屈折し、試料を通過します。
これにより最大限の輝度を備えた正確な明視野
が得られます。

傾斜透過光 
半透明または不透明な試料（有孔虫や魚卵な
ど）に適しています。希望するデータが見えるよ
うになるまで、偏向ミラーを動かします。

一方向暗視野
固定試料や微細な組織に適しています。

光線が試料面に屈折する角度が小さくなればな
るほど、背景は暗く見えるようになり、暗視野
のような透過光が作り出されます。暗い背景と
コントラストをなして、暗い背景上で光線が回
折することで、輪郭、細い縁、構造が明るく見
えます。
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ライカ TL RCI ™：レリーフ像

開始位置

1. 偏向ミラーを後方に（支柱の方に）奥まで押
します。

2. 偏向ミラーを刻み目の位置（45°の角度）に
回します。

ポジのレリーフコントラスト
半透明または透明な試料に適しています。位相
構造が盛り上がって見えます。

偏向ミラーの角度を少し調節することで、こうし
た効果を強めたり弱めたりできます。

ネガのレリーフコントラスト
半透明または透明な試料に適しています。この
設定ではネガのレリーフコントラストが生まれ
ます。位相構造がへこんで見えます。

偏向ミラーの角度を少し調節することで、こうし
た効果を強めたり弱めたりできます。
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ダイナミックレリーフコントラスト
半透明または透明な試料に適しています。

偏向ミラーの角度を少し調節すると、ギャップ
を視野全体に動かすことができ、ポジとネガの
レリーフ像を素早く切り替えられます。こうした
ダイナミックな効果により、位相構造と振幅構
造を容易に判別できます。

制約
これらのレリーフ法は、中～高倍率のズームで、
1x、1.6x、2x 対物レンズを使用した場合に良
い結果が得られます。ズーム倍率が低かったり
試料が貧弱な場合は、視野径が均一に照明さ
れない可能性があります。

焦点距離の長い対物レンズではなく、1x 以上
の対物レンズとともに透過光ベースを使用する
ことを推奨します。

ライカ TL RCI ™：レリーフ像（続き）
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ライカ TL RC ™ および TL RCI ™ 用フィルター
透過光ベース TL RC ™ および TL RCI ™ には、ア
クセサリとして用意されているフィルターを 3 枚
まで同時に取り付けることができます。ご要望
に応じて、各フィルターは特注品としても提供
可能です。

1. 光源をオフにするか、または（ライカ TL 
RCI ™ の場合）シャッターのボタンを押しま
す。

2. フィルターホルダーの利用可能なフィルター
スロットから空フィルターを取り出します。

3. 希望するフィルターを差し込みます。

4. 光源を再びオンにします。

ライカ TL ST 用デイライトフィルター
ライカ透過光ベース TL ST ではデイライトフィル
ターも利用できます。

フィルターの使い方
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ライカ IsoPro™（手動）：操作部

ライカ IsoPro™ XY ステージの操作
 1. ステージを X 方向に動かす場合、外側の 

ノブを回します。

2. ステージを Y 方向に動かす場合、内側の 
ノブを回します。

1 2
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ライカ IsoPro™（電動）：操作部

1 ライカ IsoPro™ 電動 XY ステージ
2 モーター付きハウジング

1 ライカ SmartMove™ 用サブ D インター
フェース

2 CTL2 インターフェース x3
3 USB インターフェース（タイプ B）
4 アース付き電源ケーブル用ソケット 

1 クイックコントロール / メモリー機能
2 X 方向への微調整
3 Y 方向への微調整

IsoPro XY ステージ DCI モジュール ライカ PSC コントローラー

1 2

1 2 3 4

2

1

3
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システムの照明
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 照明装置の光量は 10 段階で調節でき
ます。

 ライカ LED3000 NVI ™は Leica Application 
Suite（LAS）また はライカ SmartTouch を

使って操作することもできます。

 サポートされている作動距離は 50 mm 
～ 150 mm です。

用途

 ライカ LED3000 NVI ™ の照明が非常に
明るい場合、必ず照明装置をオンにし

てから接眼レンズを覗くようにしてください。

1.  （ON/OFF）ボタンを短く押すと照明装置
がオンになります。

左上にあるグリーンの LED が点灯します。

2.  または  ボタンを短く押すと輝度を調節
できます。

3.  ボタンを短く押すと照明装置がオフにな
ります。

ライカ LED3000 NVI ™（ニアバーチカル照明）
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アクセサリ
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ライカ PSC コントローラー

用途
ライカ PSC コントローラーを使用して、ライカ 
IsoPro™ 電動 XY ステージを精密に操作するこ
とができます。

接続
ライカ PSC コントローラーとライカ IsoPro™ 電
動 XY ステージを DCI ボックスに接続します。

素早く試料を動かす
★ ジョイスティックを希望する方向（斜めも可

能）に動かし、XY ステージを素早く操作で
きます。

XY ステージの微調整
ライカ IsoPro™ 電動 XY ステージは、最高で 0.25 
µm の精度です。最大限に精密に位置を動かす
には、ジョイスティックに付いている左右のノブ
を使用してください。

LAS による操作
Leica Application Suite（LAS）を使ってライカ 
IsoPro™ を操作する方法については、このソフ
トウェアのヘルプファイルで説明されています。
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ライカ SmartTouch

 ライカ SmartTouch を使用すると、すべ
ての自動機能を操作・保存し、必要に応

じて呼び出すことができます。あらゆる状況を
素早く容易に再現できるため、きわめて確実に
実験を進めることができます。
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手動コントローラー

焦点合わせ
赤いノブを回転して調整します。
反時計回りに回す = 下がる
時計回りに回す = 上がる

粗動フォーカスと微動フォーカスの切り替え
1. 黒ボタンを短く押します。

 システム起動時は、常に微動フォーカス
が有効になります。

フォーカス位置の保存と呼出し
★ フォーカス位置の保存は、手動コントロー

ラーまたは LAS ソフトウェアから行います。

★ フォーカス位置は合計5つまで保存できます。

★ 6 つ 目 のフォーカス 位 置 を 保 存 すると、 
それに最も近いフォーカス位置が削除され
ます。

★ 各フォーカス位置は個別に取り消すことが
できます。

★ システムは、各フォーカス位置のそれぞれ
に、保存された順に移動します。

★ システムを終了すると、保存されたフォー
カス位置はすべて取り消されます。

フォーカス位置の保存
1. 1 つ目の試料に焦点を合わせます。

2. 赤ボタンを 1.5 秒以上押し続けます。ビー
プ音が短く鳴り、フォーカス位置が保存さ
れます。

3. 2 つ目以降の試料にも焦点を合わせ、これ
らの位置を 2. と同様に保存します。

保存済みフォーカス位置の呼出し
1. 赤ボタンを短く押します。

フォーカス位置の削除
ビープ音（2 回の短い信号音 – 休止 – 2 回の長
い信号音）が聞こえるまで赤ボタンを押します。

ライカ Z6 APO / Z16 APO 取扱説明書 87



寸法図
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ライカ Z6 APO
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ライカ Z16 APO
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対物レンズ
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Video/Photo AS チューブ 
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Y チューブ
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Video/Photo A チューブ
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マイクロスコープキャリア

AS チューブ用キャリア

ライカ Z6 APO / Z16 APO 取扱説明書 95



プローバー用フォーカスアーム
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フォーカスアーム

ボンダー用フォーカスアーム 角度調節可能なフォーカスアーム
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アダプター

アクロマート対物レンズ用アダプター DM 対物レンズ用アダプター
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同軸落射照明ハウジング
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仕様
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光学データ – Y チューブ 1.25x による観察
対物レンズ 1x Planapo 0.5x Planapo 0.8x Planapo 2x Planapo 5x Planapo

作動距離 97 mm 187 mm 112 mm 39 mm 20 mm

接眼レンズ 
ズーム 

設定
総合倍率 視野径 総合倍率 視野径 総合倍率 視野径 総合倍率 視野径 総合倍率 視野径

x mm x mm x mm x mm x mm

 10x /23B

0.57 7.1 32.3 3.6 64.6 5.7 40.4 14.3 16.1 35.6 6.5
0.8 10 23.0 5 46.0 8 28.8 20 11.5 50 4.6
1 12.5 18.4 6.3 36.8 10 23.0 25 9.2 62.5 3.7
1.25 15.6 14.7 7.8 29.4 12.5 18.4 31.3 7.4 78.1 2.9
1.6 20 11.5 10 23.0 16 14.4 40 5.8 100 2.3
2 25 9.2 12.5 18.4 20 11.5 50 4.6 125 1.8
2.5 31.3 7.4 15.6 14.7 25 9.2 62.5 3.7 156.3 1.5
3.2 40 5.8 20 11.5 32 7.2 80 2.9 200 1.2
3.6 45 5.1 22.5 10.2 36 6.4 90 2.6 225 1.0
4 50 4.6 25 9.2 40 5.8 100 2.3 250 0.9
5 62.5 3.7 31.3 7.4 50 4.6 125 1.8 312.5 0.7
6.3 78.8 2.9 39.4 5.8 63 3.7 157.5 1.5 393.8 0.6
8 100 2.3 50 4.6 80 2.9 200 1.2 500 0.5
9.2 115 2.0 57.5 4.0 92 2.5 230 1.0 575 0.4
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光学データ – Y チューブ 1.25x による観察（続き）
対物レンズ 1x Planapo 0.5x Planapo 0.8x Planapo 2x Planapo 5x Planapo

作動距離 97 mm 187 mm 112 mm 39 mm 20 mm

接眼レンズ 
ズーム 

設定
総合倍率 視野径 総合倍率 視野径 総合倍率 視野径 総合倍率 視野径 総合倍率 視野径

x mm x mm x mm x mm x mm

16x /15B

0.57 11.4 21.1 5.7 42.1 9.1 26.3 22.8 10.5 57 4.2
0.8 16 15.0 8 30.0 12.8 18.8 32 7.5 80 3.0
1 20 12.0 10 24.0 16 15.0 40 6.0 100 2.4
1.25 25 9.6 12.5 19.2 20 12.0 50 4.8 125 1.9
1.6 32 7.5 16 15.0 25.6 9.4 64 3.8 160 1.5
2 40 6.0 20 12.0 32 7.5 80 3.0 200 1.2
2.5 50 4.8 25 9.6 40 6.0 100 2.4 250 1.0
3.2 64 3.8 32 7.5 51.2 4.7 128 1.9 320 0.8
3.6 72 3.3 36 6.7 57.6 4.2 144 1.7 360 0.7
4 80 3.0 40 6.0 64 3.8 160 1.5 400 0.6
5 100 2.4 50 4.8 80 3.0 200 1.2 500 0.5
6.3 126 1.9 63 3.8 100.8 2.4 252 1.0 630 0.4
8 160 1.5 80 3.0 128 1.9 320 0.8 800 0.3
9.2 184 1.3 92 2.6 147.2 1.6 368 0.7 920 0.3

25x /9.5B

0.57 17.8 13.3 8.91 26.7 14.3 16.7 35.6 6.7 89 2.7
0.8 25 9.5 12.5 19.0 20 11.9 50 4.8 125 1.9
1 31.3 7.6 15.6 15.2 25 9.5 62.5 3.8 156 1.5
1.25 39.1 6.1 19.5 12.2 31.3 7.6 78.1 3.0 195 1.2
1.6 50 4.8 25 9.5 40 5.9 100 2.4 250 1.0
2 62.5 3.8 31.3 7.6 50 4.8 125 1.9 313 0.8
2.5 78.1 3.0 39.1 6.1 62.5 3.8 156 1.5 391 0.6
3.2 100 2.4 50 4.8 80 3.0 200 1.2 500 0.5
3.6 113 2.1 56.3 4.2 90 2.6 225 1.1 562 0.4
4 125 1.9 62.5 3.8 100 2.4 250 1.0 625 0.4
5 156 1.5 78.1 3.4 125 1.9 313 0.8 781 0.3
6.3 197 1.2 98.4 2.4 158 1.5 394 0.6 984 0.2
8 250 1.0 125 1.9 200 1.2 500 0.5 1250 0.2
9.2 288 0.8 144 1.6 230 1.0 575 0.4 1438 0.2
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光学データ – Y チューブ 1.25x による観察（続き）
対物レンズ 1x Planapo 0.5x Planapo 0.8x Planapo 2x Planapo 5x Planapo

作動距離 97 mm 187 mm 112 mm 39 mm 20 mm

接眼レンズ 
ズーム 

設定
総合倍率 視野径 総合倍率 視野径 総合倍率 視野径 総合倍率 視野径 総合倍率 視野径

x mm x mm x mm x mm x mm

40x /6B

0.57 28.5 8.4 14.3 16.8 22.8 10.5 57 4.2 143 1.7
0.8 40 6.0 20 12.0 32 7.5 80 3.0 200 1.2
1 50 4.8 25 9.6 40 6.0 100 2.4 250 1.0
1.25 62.5 3.8 31.3 7.7 50 4.8 125 1.9 313 0.8
1.6 80 3.0 40 6.0 64 3.8 160 1.5 400 0.6
2 100 2.4 50 4.8 80 3.0 200 1.2 500 0.5
2.5 125 1.9 62.5 3.8 100 2.4 250 1.0 625 0.4
3.2 160 1.5 80 3.0 128 1.9 320 0.8 800 0.3
3.6 180 1.3 90 2.7 144 1.7 360 0.7 900 0.3
4 200 1.2 100 2.4 160 1.5 400 0.6 1000 0.2
5 250 1.0 125 1.9 200 1.2 500 0.5 1250 0.2
6.3 315 0.8 158 1.5 252 1.0 630 0.4 1575 0.2
8 400 0.6 200 1.2 320 0.8 800 0.3 2000 0.1
9.2 460 0.5 230 1.0 368 0.7 920 0.3 2300 0.1
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ライカ Z6 APO & Z16 APO
ライカ Z6 APO ライカ Z16 APO

ズーム比 6.3：1 16：1

ズーム設定 0.57x ～ 3.6x 0.57x ～ 9.2x  

内蔵アイリス絞り ✔ ✔

ズーム設定（クリックストップ） 0.57 / 0.8 / 1 / 1.25 / 1.6 / 2 / 2.5 / 3.2 / 3.6 0.57 / 0.8 / 1 / 1.25 / 1.6 / 2 / 2.5 / 3.2 / 4 / 5 / 6.3 / 8 / 9.2

電動ズーム移動速度 – –

光学データ（1x プランアポクロマート対物レンズ / 10x 接眼レンズ / 1.25x Y チューブ使用時）
総合倍率 7.1x ～ 45x 7.1x ～ 115x

分解能 60 ～ 351 Lp / mm 51 ～ 336 Lp / mm

識別可能な解像線幅 8.3 ～ 1.4 µm 9.8 ～ 1.49 µm

開口数（NA） 0.02 ～ 0.117 0.017 ～ 0.112

視野径 32.3 mm ～ 5.1 mm 32.3 mm ～ 2.0 mm

焦点深度（開口絞りを開いた場合） 3.1 mm ～ 0.09 mm 3.8 mm ～ 0.05 mm

焦点深度（開口絞りを閉じた場合） 18.1 mm ～ 0.4 mm 18.4 mm ～ 0.4 mm

光学データ（2x プランアポクロマート対物レンズ / 40x 接眼レンズ / 1.25x Y チューブ使用時）
総合倍率 57x ～ 360x 57x ～ 920x 

分解能 120 ～ 702 Lp / mm 102 ～ 672 Lp / mm

識別可能な解像線幅 4.2 ～ 0.7 µm 4.9 ～ 0.74 µm

開口数（NA） 0.04 ～ 0.234 0.034 ～ 0.224

視野径 4.2 mm ～ 0.67 mm 4.2 mm ～ 0.26 mm

光学データ（ライカ DFC490 デジタルカメラ / 1x プランアポクロマート対物レンズ / AS チューブ / 0.63x ビデオ対物レンズ使用時）
チップ上の倍率：試料 0.36x ～ 2.3x 0.36x ～ 5.8x   

デジタル解像 * 33.3 ～ 210 Lp / mm 33.3 ～ 336 Lp / mm

チップ上に投影される視野 24.5 mm × 18.4 mm ～ 3.9 mm × 2.9 mm 24.5 mm × 18.4 mm ～ 1.5 mm × 1.14 mm

焦点深度（開口絞りを開いた場合） 1.06 mm ～ 0.03 mm 1.4 mm ～ 0.03 mm

焦点深度（開口絞りを閉じた場合） 10.7 mm ～ 0.26 mm 10.9 mm ～ 0.3 mm
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ライカ Z6 APO & Z16 APO 用光学アクセサリ

ライカ Z6 APO & Z6 APO
対物レンズ • プランアポクロマート 1x、2x、0.8x、0.5x、5x

• アクロマート対物レンズ 0.63x、0.5x、0.32x
作動距離 • 187 mm （0.5x プランアポクロマート）

• 97 mm （1x プランアポクロマート）
• 112 mm （0.8x プランアポクロマート）
• 39 mm （2x プランアポクロマート）
• 19 mm （5.0x プランアポクロマート）

対物レンズアダプター • アクロマート対物レンズ用
• DM 対物レンズ 10x および 20x 用

DM 対物レンズ • DM 対物レンズ N Plan L 20x / 0.40
• DM 対物レンズ N Plan 10x / 0.25

微動フォーカス 調節範囲 10 mm（オプション）
鏡筒 • 双眼鏡筒、三眼鏡筒

• アポクロマートエルゴ鏡筒 ®、観察角度 10º ～ 50º、眼幅調整
• 多様なエルゴモジュール ®（オプション）

眼幅調整範囲 55 mm ～ 75 mm
接眼レンズ、眼鏡着用可 10x / 23、16x / 14、25x / 9.5、40x / 6、アイカップ付き

ErgoTube® および ErgoModule® は米国特許商標庁の登録商標です。
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環境条件および重量

運転時の環境条件
周囲温度 +10 ℃ ～ +40 ℃
相対湿度 35 ℃ までで 75% 
気圧 700 ～ 1060 hPa
輸送・保管時の環境条件
温度 -20 ℃ ～ +52 ℃
相対湿度 10% ～ 95% （結露なきこと）
気圧 500 ～ 1200 hPa

重量
10 447 174 ライカ Z6 APO A ズームシステム 1.03 kg
10 447173 ライカ Z16 APO A ズームシステム 1.33 kg
10 447 176 1x プランアポクロマート対物レンズ 0.15 kg
10 447 178 2x プランアポクロマート対物レンズ 0.27 kg 
10 446 360 0.8x プランアポクロマート対物レンズ 0.17 kg
10 447 177  0.5x プランアポクロマート対物レンズ 0.17 kg
10 447 204 Video/Photo AS チューブ 0.12 kg 
10 447 128 Video/Photo A チューブ 0.20 kg
10 447 109 Y チューブ 0.43 kg
10 447 196 AS チューブ用キャリア 0.34 kg
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ライカ透過光ベース TL ST 

光源 ハロゲンランプ 12V/20W

素早い光源の変更 あり

照明範囲 50 mm

電源アダプター 入力電圧 AC 100 ～ 240 V、周波数 50 ～ 60 Hz、 
電力消費量最大 30 W、 
周囲温度 10 ～ 40 °C

接続 電源プラグ、電源スイッチ

重量 7.4 kg

 
照明タイプ

明視野 あり

暗視野 あり（一方向）

斜照明 なし

レリーフコントラストシステム（RC™） なし

色温度自動制御機能（CCIC） なし

内部シャッター/ランプ制御 なし

内蔵フィルターホルダー あり

色温度を高めるためのコーティングレンズ あり

高い開口数のマッチング なし

リモートコントロール（オプション） なし

AntiShock™ 機構 あり

寸法（幅×高×長） 340×430×85 mm
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ライカ透過光ベース TL BFDF

光源 外部冷光光源

照明範囲 40 mm

接続 冷光光源用ファイバーの接続、 
アクティブ f = 10mm、エンドチューブ f = 13mm

重量  5.8 kg

 
照明タイプ

明視野 あり

暗視野 あり

傾斜照明 なし

レリーフコントラストシステム（RC ™） なし

色温度自動制御機能（CCIC） なし

内部シャッター / ランプ制御 あり *

内蔵フィルターホルダー なし

色温度を高めるためのコーティングレンズ なし

高い開口数のマッチング あり **

リモートコントロール（オプション） あり ***

AntiShock ™ パッド あり

寸法（幅 × 高 × 長） 340×390×90 mm

* 冷光光源 Leica CLS150 LS 使用時    ** 凹面鏡    *** 外部光源使用時
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ライカ TL RC ™ / TL RCI ™

ライカ TL RC ™ ライカ TL RCI ™

光源 外部冷光光源 ハロゲンランプ 12V/20W

素早い光源の変更 – あり

照明範囲 35 mm 35 mm

電源アダプター – AC 100 ～ 240 V、周波数 50 ～ 60 Hz、 
電力消費量最大 30 W、 
周囲温度 10 ～ 40℃

接続 冷光光源用ファイバーの接続、 
アクティブ f = 10mm、エンドチューブ f = 13mm

USB タイプ A × 1、USB タイプ B × 1、 
CAN-BUS × 2

重量 6.0 kg 7.2 kg

照明タイプ

明視野 / 暗視野 あり / あり あり / あり

斜照明 / レリーフコントラストシステム（RC ™） あり / あり あり / あり

色温度自動制御機能（CCIC） なし あり

内部シャッター / ランプ制御 あり ** あり

内蔵フィルターホルダー あり あり

色温度を高めるためのコーティングレンズ あり あり

高い開口数のマッチング あり *** あり ***

リモートコントロールオプション あり **** あり

AntiShock ™ 機構 あり あり

ベース寸法（幅 × 高 × 長） 340×390×95 mm 340×440×95 mm

* 一方向    ** 冷光光源 Leica CLS150 LS 使用時    *** 凹面鏡    **** 外部光源使用時
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ライカ IsoPro™ 電動 XY ステージ

対応製品 ライカ落射光および透過光ベース（TL BFDF、TL RC™、TL RCI™）

ステージ 寸法（幅 × 高 × 長） 335.5 mm × 370 mm × 41.5 mm 

移動距離 152 mm × 102 mm （6" × 4"）

速度（X、Y 方向） 30 mm/s

モーター分解能（X、Y 方向） 0.25 µm

再現精度（X、Y 方向） ± 2 µm

位置再現性（X、Y 方向） ±20 µm （全位置決め範囲）

ヒステリシス（X、Y 方向） 30 µm

モーター エンコーダー付き直流（DC）モーター

バックラッシュ バックラッシュフリー

アダプター すべての透過光ベース用アダプター

加速 S 字加速

コンピュータ接続 USB

操作オプション ライカ PSC™、ライカ SmartMove、ライカ LAS（PC 経由）

電源供給
入力：100 ～ 240 V AC、50 / 60 Hz、1.0 A
出力：15 V DC、2.66 A、最大 40W
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付記
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総合倍率と視野径の計算

パラメータ
MO 対物レンズの倍率
ME 接眼レンズの倍率
z ズーム設定の倍率
q 鏡筒ファクター（例：同軸落射照明の場合は 1.5x、

45° ErgoTube™ の場合は 1.6x）
r Video/Photo Y チューブ使用時のファクター 1.25x
NFOV 接眼レンズの視野数。視野数は接眼レンズに記載されています

（10x = 21、16x = 14、25x = 9.5、40x = 6）。

例
MO 1x 対物レンズ
ME 25x /9.5 接眼レンズ
z ズーム設定 4 
q 同軸落射照明 1.5x （鏡筒ファクター）
r ファクター 1.25x

計算例：双眼鏡筒における倍率：

MTOT VIS = MO × ME × z × q × r 
すなわち 

1 × 25 × 4 × 1.5 × 1.25 = 187.5× 

計算例：試料における視野径

∅ OF：
NFOV

MO × z × q × r
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お手入れ、保守、担当者

お買い上げいただいた高性能顕微鏡にはご満
足いただけたでしょうか。ライカの顕微鏡は、
堅牢さと耐用年数の長さには定評があります。
以下のお手入れとクリーニングのヒントをお守
りいただければ、長年使用してもライカ顕微鏡
は使い始めた日と同様に動き続けるでしょう。

保証対象
材料および製造時のすべての不具合が保証の
対象となります。ただし、不注意や不適切な取
り扱いによる損害については、保証対象外とな
ります。

お問い合わせ先
お使いの装置が正しく機能しなくなった場合は、
担当のサービス技術者、ライカ代理店、または
ライカ マイクロシステムズ（Leica Microsystems 
AG, Switzerland, CH-9435 Heerbrugg）までご
連絡ください。

E-mail アドレス：
stereo.service@leica-microsystems.com

お手入れ
★ 顕微鏡には湿気、煙、酸や、アルカリ性、

腐食性の物質が触れないようにし、化学薬
品は近づけないでください。

★ 本取扱説明書の中で明確に許可・説明さ
れている場合を除き、プラグ・光学系・機
械部品の分解・交換は行ってはなりません。

★ 顕微鏡をオイルやグリースから保護してく
ださい。

★ ガイド面や機械部品にグリースを塗布しな
いでください。

ライカ Z6 APO / Z16 APO 取扱説明書 113



お手入れ、保守、担当者（続き）

汚れからの保護
ほこりや汚れが付着すると、作業結果に悪影響
を及ぼします。

★ 長期間使用しない場合は、顕微鏡にダスト
カバーをかけてください。

★ 鏡筒の開口部、接眼レンズが付いていない
鏡筒、および接眼レンズは、ダストキャッ
プを付けて保護してください。

★ 使用していないアクセサリは、ほこりのな
い場所に保管してください。

ポリマー部品のクリーニング
部品のなかにはポリマー製や、ポリマーでコー
ティングされているものがあり、手触りがよく、
便利に取り扱えるようになっています。不適切
な洗浄剤やクリーニング方法を用いると、ポリ
マーが損傷するおそれがあります。

許可される方法
★ 顕微鏡（またはその一部）は温かい石鹸水

を使用してクリーニングし、その後蒸留水
を使って拭き取ります。

★ しつこい汚れの場合は、エタノール（工業
用アルコール）やイソプロパノールも使用
できます。この場合は、該当する安全上の
注意事項に従ってください。

★ ほこりを取り除くには、空気圧式のゴムポ
ンプまたは柔らかいブラシを使用してくだ
さい。

★ 対物レンズと接眼レンズをクリーニングする
には、レンズ専用のクリーニングクロスと
純粋アルコールを使用してください。
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本 　 社
大　阪セールスオフィス
名古屋セールスオフィス
福　岡セールスオフィス

〒169-0075  東京都新宿区高田馬場1-29-9
〒531-0072  大阪府大阪市北区豊崎5-4-9 商業第2ビル10F
〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-3-31 CK22キリン広小路ビル5F
〒812-0025  福岡県福岡市博多区店屋町8-30 博多フコク生命ビル12F

Tel.03-6758-5680  Fax.03-5155-4336
Tel.06-6374-9771  Fax.06-6374-9772
Tel.052-222-3939  Fax.052-222-3784
Tel.092-282-9771  Fax.092-282-9772

●http://www.leica-microsystems.co.jp　E-mail:lmc@leica-microsystems.co.jp
※ この仕様は、改良のため予告なく変更する場合があります。
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